
東海第二発電所

電動機駆動原子炉給水ポンプ（B）出口弁の点検に伴う原子炉手動停止について

（調査状況）

　当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット）は、平

成１７年４月２３日から第２１回定期検査を実施しておりましたが、所定の点検が終了

したため、８月９日２２時に原子炉を起動しました。

　その後、原子炉圧力上昇に伴う操作において、８月１０日１４時２０分頃、電動機駆

動原子炉給水ポンプ（Ｂ）出口弁（Ｂ系出口弁）が正常に動作しない事象が発生しまし

た。

　これにより、調査のため同日１５時から原子炉を停止する操作を開始しました。

　なお、この事象による主排気筒モニター並びにモニタリングポスト＊１の指示値の変化

はなく、外部への放射能の影響はありません。

　　　*1:周辺環境の放射線を測定する装置

（平成１７年８月１０日発表済）

　その後、８月１４日からＢ系出口弁の内部を点検したところ、弁棒の下部が破断して

いることを確認しました。また、Ａ系出口弁についても点検したところ、Ｂ系出口弁の

破断部と同じような箇所に浸透探傷試験＊２で指示模様が確認されました。

　今後、詳細な原因調査を行います。

*2：浸透探傷剤を用いて傷やピンホール等の有無を調べる試験方法

（添付図）東海第二発電所　電動機駆動原子炉給水ポンプ出口弁調査状況
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東海第二発電所　電動機駆動原子炉給水ポンプ出口弁調査状況

（状況写真１：Ｂ系出口弁の弁棒破断部） （状況写真２：Ｂ系出口弁の弁箱上部から見た弁体）
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